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           令和６年３月２５日 

子どもの生活実態調査（高校生世代）の結果（速報版）について 

世田谷区は、令和７年度から令和１６年度までを計画期間とする 

「子ども計画（第３期）」に内包する次期子どもの貧困対策計画の策定

に向け、前回平成３０年度に調査対象でなかった高校生世代の子ども

の実態を把握し、重点的に取り組むべき施策を講じていくために、 

高校生世代の子どもと保護者に対するアンケート調査を実施しました。 

 
１ 調査概要 

（１）主な調査項目 

子ども：子ども自身の状況、友人関係、学校・勉強、普段の生活、食事・健康、 

アルバイトなどの仕事、普段考えていること、公的支援の利用状況 等 

保護者：保護者自身と世帯の状況、父母の職業、新型コロナウイルス感染症による

家庭への影響、親子の健康、子どもの進路、子育てにかかる費用、 

家庭での生活、父母の成育歴、公的支援の利用状況 等 

（２）調査対象  

令和５年度高校２年生世代のすべての子ども本人とその保護者 

（子どもは平成１８年４月２日から平成１９年４月１日までの間に生まれた者で、 

令和５年８月８日時点で世田谷区に住民登録のある者。） 

（３）調査対象数  

６，８７５世帯 

（４）抽出方法 

  住民基本台帳により、対象年齢層の者すべてを抽出 

（５）調査方法 

  各世帯に子ども用・保護者用の依頼文およびアンケートを郵送配布し、子ども・ 

保護者それぞれ自記式にて任意回答の上、インターネットもしくは郵送で回収 

（６）調査期間 

  令和５年９月１日～令和５年１０月２日 

（７）有効回答数・回答率 

  子どもと保護者でマッチングできた件数  １，４８２件（２１．６％） 
 

２ 調査結果から見えた主な状況  

・１５．４％の高校２年生世代の子どもが経済的な理由による生活困難を抱えており、

食や学習、体験、人間関係、健康面等での影響を受けている。 

・生活困難層の保護者は、保護者自身が子ども期に暴力を受けたり、育児放棄を 

された経験がある等、困難を抱えている。 
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